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補助事業概要の広報資料 

 

補助事業番号 22-2-008 

補助事業名  平成22度 いのちの電話相談員全国研修会補助事業 

補助事業者名 一般社団法人 日本いのちの電話連盟 

 

１．補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

平成22年度いのちの電話相談員全国研修会及び第13回アジア太平洋地域電話カウンセリ

ング国際会議の開催により、365日休むことのない眠らぬダイヤルの電話担当者の資質の

向上のための研修を国際交流によって深める。 

アジア太平洋地域電話カウンセリング国際会議は、韓国・台湾・日本の３カ国で３年に

１度開かれる国際大会である。平成22年度は、９年に１度となる我が国での開催であり、

その任を果たした。３か国での研修は国内にとどまらず広い視野での学びの機会であり、

貴重な情報交換を行う場となる。 

 

（２）実施内容 

【平成22年度いのちの電話相談員全国研修会・ 

第13回アジア太平洋地域電話カウンセリング国際会議】 

日時：2010年9月30日（木）～10月1日（土） 

会場：仙台国際センター・仙台市民会館・林香院 

参加者数：国内外から860人 

1日目 玄田有史氏(東京大学社会科学研究所

教授)による基調講演「希望と社会」 

1日目 シンポジウム 

テーマ「世界経済危機といのちの希望」 
シンポジスト： 

Ms Mary Parsissons 

(国際ライフライン会長)                

呉 信安 氏(台湾いのちの電話会長) 

玄田 有史 氏 

コーディネーター：樋口和彦 

(日本いのちの電話連盟理事長) 
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閉会式 次年度開催センター紹介 

ワークショップ 

「心の病と自殺～うつ病に悩む方達をどの

ように支えるか～」 

 

分科会「がん患者、家族、遺族の心のケア」 

＊２日目は４分科会と18ワークショップが行われた。(それぞれのテーマ・講師は次ペー
ジ参照) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＊３日目の全体会では「各国の自殺予防の姿勢に学ぶ」と「各国からの紹介」が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．予想される事業実施効果 

担当センターでは、相談員の自主・自発的なボランティア精神による協力・活動により、

趣旨を十分に達成する大会を開催できた。大会を成功裡に実行できたことで、担当セン

ターの相談員は、自信をもつことも出来、今後のセンター運営、相談活動にとっても大き

な意味を持つことと思われる。大会参加者からのアンケートにも、高い満足度があった。

大会の主旨が十分に伝わり、情報交換・交流も図られ、相談員の資質向上となる。 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

 チラシ   5,000部 

 案内書・申込みセット（日本語） 1,300部 

 案内書・申込みセット（英語）  500部 

 封筒  角2号   2,000部 

長3号   3,000部 

 ポスター    100部 

 参加申込書    1,300部 

 ネームホルダー   950枚 

大会報告書    1,900部 

 

  

 

各国(韓国・台湾・日本)の自殺予防の姿勢

の発表、タイ・こころの電話相談、東京英

語、(関西)中国語相談室、オーストラリア

からもそれぞれ報告があった。 
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          チラシ                       大会報告書表紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大会報告書より「大会概要と日程」 
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４．事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人 日本いのちの電話連盟 

      （イッパンシャダンホウジンニホンイノチノデンワレンメイ） 

住  所： 102-0071 

東京都千代田区富士見一丁目２番32号 

代 表 者： 理事長 樋口和彦（リジチョウ ヒグチカズヒコ） 

担当部署： 事務局（ジムキョク） 

担当者名： 事務局長 岡本正子（ジムキョクチョウ オカモトマサコ） 

電話番号： 03-3263-6165 

F A X ： 03-3511-7508 

ＵＲＬ  ： http://www.find-j.jp/ 
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